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なぜアメリカは大量の食料を無駄にするか？2つの理由

1

文化規範

豊富さの文化、
もったいないの意識が希薄

2

金銭的インセンティブ

食品が安く、処分が安い
本日の話題

アメリカの食糧供給の 30～40% は食べられず ·  年間 4440億米ドル ·  アメリカでは埋め立て処分のうち 24% が食品

出典：米国農務省（USDA）；ReFED；米国環境保護庁（EPA）
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効果があるものを知るためには、公平な調査員が必要である

• 政治家は多大の政治的資本をかけて食品廃棄を禁止する法案を通す。
政策が失敗したら公の場で失敗を認めることができるか？
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• 政治家は多大の政治的資本をかけて食品廃棄を禁止する法案を通す。
政策が失敗したら公の場で失敗を認めることができるか？

• 科学者であっても、信頼すべきか？
いいえ、すぐにはすべきではない。

• 専門家の査読があってはじめて調査結果が信用できるとされるからである。
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2種類の政策を評価した

公共政策

1. 食品廃棄物の埋め立て禁止

2. 有効期限表示の規則

市場本位の解決策

1. 生鮮食品に対するダイナミックプライシング
（変動価格制）

2. 小売り店向け教育
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2種類の政策を評価した

緑 = 査読済み。本日の焦点
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食品廃棄の禁止は最安の行き先をブロック
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禁止

（アメリカの 11 州）

望まれる2つの効果：廃棄を減らし（課税のような作用で）、売れ残り・食べ残しを流用する。
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廃棄の禁止は効果があったか？大部分は効果なし。

廃棄が減ったか？

No.
小売りの廃棄は非常に非弾力的：処分費が
50倍上がらないと廃棄が大きく減らない。

売れ残り・食べ残しが流用したか？

No.
最初に禁止を導入した5州のうち4州では、
埋め立てからの流用が確認されなかった。
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廃棄の禁止は効果があったか？大部分は効果なし。

廃棄が減ったか？

No.
小売りの廃棄は非常に非弾力的：処分費が
50倍上がらないと廃棄が大きく減らない。

売れ残り・食べ残しが流用したか？

No.
最初に禁止を導入した5州のうち4州では、
埋め立てからの流用が確認されなかった。

例外：マサチューセッツ州。取り締まりが最も厳しく、リサイクル施設が最も密に整備されている。
順守が容易で、不順守にはコストが伴う。
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ダイナミックプライシングによる三者にとっての利益

−21%
廃棄の量の即変化

+3%
小売店の売上総利益率

+0.3%
消費者余剰
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なぜ普及していないのか？アメリカと日本では UPC バーコードには有効期限情報が入っていないから。

ホテルや航空会社と異なり、小売店は棚の商品を確認しない限り、全商品の品質状態を把握できない。
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一番伝えたい内容

廃棄の禁止

• 効果はあるかもしれないが、慎重な制度設計
および責任ある施行が必要

• 廃棄の削減につながることが少なく、ただ廃棄の
流用になるだけ

ダイナミック・プライシング

• 利益向上、消費者、環境の三者にとっての利益
• バーコード技術の限界により導入不可能。電子棚札
（ESL）と有効期限対応バーコードが合わせて導入さ
れるまで（2027年頃）

• 導入される前までは時間経過に基づく価格表示のみ

Thank you—ご清聴ありがとうございました
rsanders@rady.ucsd.edu


